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　　Continuous　psycho　analytical　observations　were　made　on　3　Oton　addietion　cases　admitted　into　the　Sap－
poro　Medieal　College　mental　ward　in　1954・
　　1）　The　drug　in　question　Oton，　which　was　recently　introduced，　is　highly　habit　forming．　The　amount
in　eonfirmed　addiets　may　reach　to　as　much　as　600　mg　per　day．　Abstinence　symptoms　are　remarkable　with
notable　physical　and　mental　effec七s　such　as　pernicious　insomnia，　headaches，　diarrhoea，　loss　of　appetite，
dizzy　spells，　intense　sweating，　inhibition　of　will，　elouding　of　thinking，　anxiety　and　suff’ering．　Extensive
lesions　in　tissue　layers　and　subcutaneous　areas　at　the　site　of　injeetions　are　apparent．
　　2）　Oton　addiction　gives　rise　to　so－called　neurosis，　and　drug　addietion　is　their　peculiar　form　of　eseape
reaetion．
　　3）　ln　order　to　aehieve　any　suceess　in　Oton－addiction　therapy　long　term　and　methodical　psyeho　therapy
is　absolutely　necessary　in　parallel　wi七h　physical　treatmen｛L
　最近英国でアミノブテン系化合物が合成されたが，本邦
でもこれと同系列のオートンが市販され広く応用されるに
至った。本剤はモルヒネと同程度の鎮痛作用を有し，さら
に抗ヒスタミン作用，平滑筋痙攣緩解作用，局所麻酔作用
をもあわせもっといわれ，しかも構造上モルヒネ等と類似
性なき点が注日された。元来非アルカロイド性麻薬に比し
て臨床的応用価値の利点があるとされていたが，たまたま
昭和28年審以来，札幌医大神経科教室外来へ本剤の習慣愚
者が訪れ，何れも慢性オートン中毒症と診断され精神的及
び身体的に．なり著明な症状を有して入院した。しかも本症
の患者達はそのダイナミックな背景並びに精神病理学的立
揚において著しい性格特徴の共通性を有し，またいわゆる
Psycho－somatic　medicinei），　L｝）の面においても興味ある
所見を得た。
症例要約
　症例1：斎○○子40歳女賄婦
　1年前胃部圧迫感及び下腹部の疹通があり，地方開業医
は軽度の胃下垂と診断し，オートンを注射したところ症状
は直ちに消失した。この患者はオートンは習慣性うミないと
聞かされ，以来自ら注射をつづける中に次第に習慣性を得
て，28年4月頃より使用量が急激に増加して1回量60～
100mg，1日量500～600　mgに及び6月22日当科に入院
した。入院当時の禁断症状は精神，身体両面とも顕著で，
即ち強度の腹痛，下痢，眩最，頭痛，発汗苦悶状を呈し記
銘力障碍，意志制止，思考渋滞のため問診すら不可能の状
態であった。また両上鱒部及び両下腿部に注射針部の組織
の破壊が見られ特に両上鱒部には皮下，筋肉層に広範に亘
る壊死が認められた。
　症例2：　小○　勉　33歳男　洋服仕立業
　28年6月胃潰瘍の手術後食專時の不快感のため友人よ
り聞いてオートンを注射し，約1箇月後使用量は1回150
mgに達し，8月に当神経科に入院した（胃潰瘍は全治）。本
患者の禁断症状は症例1より軽いが，腹痛，不眠，食思不
振はかなり強度で精神的不安感が著明に認められた。
　症例3：　原　○吉　44歳男　理髪業
　28年7月下旬，頭所のため近所の薬局でオートンが麻薬
に非らざることを聞き注射して貰ったところ，注射後の爽
快な気分のため連用に陥り，40日後には1日量600mgに
達し，9月23日当神経科に入院し牟。入院時の禁断症状は
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強く，特に精神的不安と興奮が激しく且つ強度の不眠に悩
まされていた。
　以上3例とも症状は著明で，他覚的検索では著しい所見
が認められないが，自覚的症状が著明なことは申毒症患者
の精神状態よりして興味がある。なお3例とも入院後電気
衝撃療法，低単位インスリン衝撃療法及びホルモン，葡萄
糖の注射並びに頻回の精神療法により何れも軽快した。
患者の環境並びに個性への力動的考察
　1．社会生活史的及び心因的虚血
　患者の幼時よりの生活環境及びパーソナリティの形成に
は3例に共通な大きな特徴が認められ，また“何故オート
ンの濫用に耽けるようになったか”ということのPsycho・
dynamicな面における意味が考えられる。
　症例1は極めて不幸な生い立ちで，その母は地方の旧家
の娘であったが結婚前に彼女（患者〉を妊娠した。女の両親
はこれを恥じて患者が生れるとすぐ叔母の家（料理屋）にあ
ずけ娘を急いで他へ嫁がせた。こうして患者は幼時より両
親を知らずに他人の家で育ち，その後料理堅，旅館等を転
々とした。幼少時，青年時代を通じて家庭的愛情に全く欠
けた患者が常に満ち足りぬ，不安な気持を持っていたこと
は当然といえよう。問診時患著はこう告白した。
　“私は常に不安です。……何かして……誰かに頼らねば
　生活してゆけないのです。何でもよいから掴みたいとい
　う焦りがいつも私にはあるのです。”
多分にヒステリー的ともいえる患者のneurotic　charaeter
の発生要因の一をここにみるのである3）。愚者のこの性格
は結婚後も種々破綻をみている。昭和22年にヒロポンと
アゴチンの濫用に耽ったが，当時夫には他の女が出来て面
白くなかったという。また患者がオートンの濫用その極に
隠したのは不慮の疾病で夫が病死した直後であった。既に
当時母としての立場にある患者のこの態度に感情未熟によ
る適応不全の性格を認めるのである。入院後，時日ととも
に経過良好であったがその感情生活は極めてlabilであり，
ポリクリの学生の問診，他愚者との口論により一過性に入
院時の主症状である腹痛，心悸充進を繰り返したことも一
再ならずであった。
　症例2もほぼ症例1と似た環境を有し，その精神生活に
おいても時に感情不安が著しかった。患者は5人兄弟の末
子であるが父親には早くより死別し，以後母の手で育てら
れてきた。母は患者を溺愛したが経済上のために長男，弐
男の機嫌をとらねばならず，そのため患者は母の愛の下に
ありながらまた一方絶えず兄達の顔色も窺わねばならなか
った。この幼少時の生活環境の影響は患者の当科入院後極
めて世心慣れた態度で同室患者の聞に顔をき’かす一方また
常にそわそわして看護人等の機嫌をとり，且つ些細なこと
で感情の破綻を示す生活態度にもよく認められた。胃切除
後夫の生活能力に見限りをつけて妻が実家へ帰った頃から
患者は急激にオートンの使用量を増し，且つ神経症的な言
行に傾いてきた。
　症例3も環境的には前二者と同様である。患者は小学校
教育も満足に受けず，このことが素質と思われる易感性の
性格と結びついて，そのヒステリー的性格を鷲酷なものに
した。殊にオートン使用開始及び耽溺期において何等特別
の誘因的障碍のないことが前二者に比して特徴的である。
　2．Rorschach　testその他に認められる諸特性
　本症例3名につきRorschach七estその他の検査をした
が，その結果は前述の環境，心因より性格形成及び臨床観
察による精神的特徴をかなり鮮明に裏書した。
1）Rorschach　test（早稲田大学改訂版による）
　検査成績及び判定は第1，2表の如くで各症例に共通した
家の三点が特徴的である。
　 ）反応語が少な：い，，
　　特に症例3が著明で，本例では智能そのものの低下が
　　認められる。
　b）色彩反応が強烈である。
　　3例を通じてFbFの多いことは患者の感情生活の不
　　安定性を如実に物語るものである。
　C）反応語の内容
　　著明なことは動物反応が多いことで，心血を通じて56
　　～70％に及び，しかもこれがAnと併合することは患
　　者の智能の低下並びにヒステリー性格を示すものであ
　　る。
把　握　様　式
第1表 ロールシヤッパ　テスト
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第2表　ロールシャツパ　テスト
　　　把握型及び体験型
的現象との結合が容易に認められる3），の。
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第3表　自律神経検査
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2）内田一クレペリン精神作業検査
　各患者に内田一クレペリン法による精神作業検査を行な
ったが，この結果はng　1’図に見る如くである。
　a）｛f瓢箪が少ない。
　b＞初頭努力が認められない。
　c）曲線に動揺が多い。
　d）誤謬率が過多である。
　上記の4点において特異であり，智能の低下と精神的動
揺の激しいことはRorschach　testの結果とよく一致して
いる。
3）いわゆる“精神身体医学（Psychosoma七icmedicine）”
　　への関連性
　生理的身体現象がその精神状態によって多大の影響を受
けることは明かで，殊に情緒と自律神経系との関係は最も
密接である4），「’、。各症例の自律神経検査は第3表の如くで，
症例1は軽度の交感神経系機能臓卜を示し，症例2及び3
は反対に副交感神経系充進を示した。その充進状態はとも
に科しいものではないが，各例ともアドレナリンには一過
性ではあるが極めて鋭敏な反応を示し，自律神経系の不安
状態を示した。
　各例とも入院時の激しい自覚症状に比して他覚所見に乏
しいこと，及び前述の環境並びに心因性の点，さらには自
律神経系の不安定より考えて，患者の症状がその心因性に
負うところ大なることが明かであり，その情緒変動と生理
’（一1，
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第1図　内田一クレペりン精神作業検査
　3．各症例におけるパーソナリティ及び精神力動的考察
　既に述べた事実かち，上記各3例におけるパーソナリテ
ィの共通性は明かに認められる。即ち，各例とも患者は偏
頗な環境に性格を形成し，無意識裡にあって感情の未熟を
来し生活適応の失敗に陥ったものと思う。この点から考え
ると，この薬物中毒は情緒的軌礫からの解放を求めんとす
る逃避手段であり，neurotic　characterに認められる疾
病逃避とも考えられる。息者の有する種々な症状の変遷は
その性格調査の裏づけによって以上の考えの妥当性を強め
る。勿論，以上の3例のみで全般的な断言は出来ないが，
オートンに限らず広く薬物中毒に陥る入のパーソナリティ
にはその精神力動的な面に興味深いものが考えられるので
ある。
結 語
以上オートン中毒患者の臨床的考察に当り次のことを痛
感した。
　1．新発売の薬物については，その副作用，習慣性につ
いて深甚な注意が必要である。
　2．薬物中毒者（オートン中毒者）にはいわゆる“神経症
的性格”が認められ，彼等のこの基礎性格から適応に失敗
した場合の薬物耽溺は彼等の逃避反応である。
　3．従って，中毒症患者には自覚的主訴に比して他覚的
所見が少なく，それ故に身体壁面に対する治療に伴なって
組織的且つ長期に亘る精神療法が必須であり，精神身体医
学的面からの徹底した治療が必要である7）。
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